
ＮＩＥ全国大会 京都大会開催記念
学校新聞でたどる、あなたの思い出

2023年10月15日（日）
京都新聞文化ホール
京都市中京区烏丸通夷川上ル
京都市営地下鉄丸太町駅下車７番出口すぐ（※駐車場・駐輪場はありません）

京都新聞
一般社団法人京都新聞販売連合会
入場無料 ※事前申し込みが必要
【第1部】むかしの学校生活を回想してみませんか？
　　　  ―学校新聞を一つの手がかりに―（約50分）

（講演）京都市学校歴史博物館　学芸員　林 潤平さん

【第2部】みなさんの思い出に触れる
　　　  ―教室・行事・放課後―（約80分）

（コーディネーター・ファシリテーター）林 潤平さん

京都新聞のホームページにある専用の申し込みサイト
から直接入力するか、はがきかファクス075（241）
5946、Ｅメールkouryu-s@mb.kyoto-np.co.jpに郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、参加人数（複数応
募の場合は全員分の必要事項）を明
記し、9月22日までに〒604-8577
（住所不要）京都新聞読者交流セン
ター「フォーラム」係へ。先着150人
に聴講券を送付します。

京都新聞読者交流センター☎075（241）5231
※平日午前10時～午後５時

午後2時～4時半（開場午後１時30分）

お申し込み方法

お問い合わせ

開催
日時

会場

主催

協力

林 潤平さん
京都市学校歴史博物館学芸員。慶應義塾大文学
部卒業後、京都大大学院人間・環境学研究科で近
代日本教育史を学び、「人間・環境学」博士を取得。
近代日本における自然に関する教育の歴史を研
究するほか、学校歴史博物館にて、番組小学校や
郡中小学校など、京都市の教育の歴史及び京都市
の学校文化の歴史について、日々調査研究活動を
行っている。

京都新聞では、新聞をもっと身近に
感じていただくために、京滋ゆかりの
文化人や著名人の方を講師に招き、
「京都新聞読者交流フォーラム」を開催、
新聞の可能性や京都・滋賀の未来について
読者の皆さまと一緒に考えます。

第10回　京都新聞

　学校は勉学の場所であるだけでなく、忘れ難い時間を保つタイムカプセ
ルでもあります。自慢の校舎、休憩時間や放課後の遊び、運動会のだしも
の、校内にあった絵や彫刻、そして学校の怪談…。懐かしい日々のひとこま
や学校文化史を、京都市学校歴史博物館学芸員・林潤平さんが学校新聞を
切り口に紹介します。後半では、参加の皆さんに「私の学校ではこうだっ
た」の思い出をお聞きします。ぜひ会場であの頃を思い出し、懐かし
い時間を共有してください。今回のフォーラムは、来年８月に京
都で開くＮＩＥ全国大会の関連行事です。（入場無料）

　「学校新聞」を導きの糸にしながら、学校生活を形作ったさまざまな
事例を画像とともに紹介し、その歴史的な舞台裏にも踏み込みます。

　第1部の終了後、参加者のみなさんに「私の思い出」を書いていただく
時間を設けます。歴史を織り込んだ校歌、運動会での伝統の踊り、遠足や
マラソン大会、校舎に伝わる怖い話などなど、「うちはこうだった」という
事例や心に残る思い出を教えてください。皆さんの思い出を紹介・コメン
トしながら、可能な限り解説を試みます。みなさんの回想は、さらに深いと
ころまで、私たちをタイムスリップさせてくれるのではないでしょうか？

午後４時半終了予定

はやし　　じゅん   ぺい


